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第41号

令和4年6月□日

令和4年6月23日

第41号
発行：くびき野森林組合

　
第
21
回
総
代
会
開
催
　

横田代表理事組合長　挨拶

議案説明状況

議案審議状況

　

く
び
き
野
森
林
組
合
第
21
回
通
常
総

代
会
を
四
月
二
十
八
日
（
木
）
午
後
二

時
か
ら
、
頸
城
区
ユ
ー
ト
ピ
ア
く
び
き

希
望
館
に
於
い
て
開
催
し
、
総
代
総
数

二
〇
〇
名
中
、
一
七
二
名
（
本
人
出
席

五
八
名
・
書
面
出
席
一
一
四
名
）
の
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
代
会
は
去
年
同
様
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
た
う
え
で
開
催
し
、
議
案
九
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
上
越
市

大
豆
の
小
林
敏
郎
総
代
様
が
選
任
さ
れ
、

議
事
の
進
行
を
執
り
行
っ
て
い
た
だ
き
、

感
染
症
防
止
対
策
に
よ
り
短
時
間
の
う

ち
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
、
総
代
会
で
承
認

さ
れ
た
議
案
の
概
要
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。
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提 出 議 案
第１号議案　　令和３年度事業報告書、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、注記表、附属明細書の承認に

ついて　別記のとおり承認を求める。

第２号議案　　令和４年度事業計画書の承認について　別記のとおり承認を求める。

第３号議案　　取扱手数料率決定について次のとおり承認を求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（組合員）（組合員外）　

１．造林補助金取扱手数料　　補助額の　　 7％　　　 10％
２．受託造林手数料　　　　　事業費の　　15％　　    20％
３．受託販売手数料　　　　　売上額の　　 5％　　　　8％　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．森林調査手数料　　　　　評価額、100万円未満までは実費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　100万円以上は５％以内
５．面積調査手数料　　　　　１件当り7,000円

面積10a当り500円
６．森林保険金手数料　　　　てん補額の10％
７．農林漁業資金取扱手数料　貸付額の0.5％　
８．各種証明手数料　　　　　１件当り2,000円

証明の内容により決めることもある。
９．その他手数料については理事会に一任願いたい。

第４号議案　　受託販売仮渡金の限度額決定について次のとおり承認を求める。
１．仮渡金の限度額、販売予定額の80％以内

第５号議案　　余裕金預入先決定について次のとおり承認を求める。
１．余裕金預入先
　　えちご上越農業協同組合、第四北越銀行、上越信用金庫、ゆうちょ銀行

第６号議案　　令和４年度借入金の最高限度額と借入先の決定について次のとおり承認を求める。
１．令和４年度借入金最高限度額 70,000千円
２．借入先　新潟県森林組合連合会、えちご上越農業協同組合、第四北越銀行、上越信用金庫、
　　　　　　日本政策金融公庫、農林中央金庫

第７号議案　　令和４年度一組合員に対する貸付金の最高限度額及び貸付利率の承認を求める。
貸付額の最高限度額 5,000千円以内
貸付金の利率 年6.0%以内
制度資金は法定又は農林中央金庫の貸付限度額とする。

第８号議案　　役員報酬総額を次のとおり承認を求める。
理事報酬額 3,500,000円以内、監事報酬額 500,000円以内として各人の額はそれぞれ理事会、
監事会に一任願いたい。

第９号議案　　規約の一部変更について
下記のとおり承認を求める。
１．変更理由　定款と関連する規約の所要の規定を整備する。
２．定款新旧対照表

変更前 現行
第２章　総会
（議決権行使書面の取扱）
　第11条の２　書面による議決権について
　は、総会の日まで総務部が保管する。
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第１号議案　業務報告書（抜粋） 
　当組合の令和３年度事業は事業総収益342,930千円（計画対比114.4%）と目標値を大きく上回ることができまし
た。事業総利益は78,371千円（計画対比103.0%）となり、当期剰余金13,354千円を計上することができました。
日頃特段の御理解と御協力をいただきました組合員各位､ また御支援と御指導を賜りました行政、団体各位に心より
御礼を申し上げます。

Ⅰ．貸借対照表
資産の部

部　　門 金　　額
流動資産 368,708,418
固定資産 162,513,451
繰延資産 0
資産合計 531,221,869

令和４年２月28日現在（単位：円）
負債の部

部　　門 金　　額
流動負債 120,477,059
固定負債 0
自己資本 410,744,810
負債合計 531,221,869

Ⅱ．損益計算書
収　　益

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 0
販　　売 販　　売 31,727,090

森林整備

森林整備 32,127,278
利　　用 274,764,702
福利厚生 25,481

購買（事業物資） 4,285,592
金融（事業資金） 0

合　　　計 (1) 342,930,143
事業総利益　(1)－(2) = 78,371,857(3)

（単位：円）
費　　用

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 2,095,371
販　　売 販　　売 19,436,030

森林整備

森林整備 20,253,806
利　　用 219,004,397
福利厚生 0

購買（事業物資） 3,768,682
金融（事業資金） 0

合　　　計 (2) 264,558,286

Ⅲ．事業管理費　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　　額
人　件　費 55,824,144
旅費交通費 267,498
事　務　費 3,218,190
業　務　費 2,470,599
諸税負担金 2,355,604
施　設　費 4,281,401
雑　　　費 233,987
合　　　計 (4) 68,651,423

事業利益　(3)－(4) = 9,720,434(5)

Ⅳ．事業外損益　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　　額
事業外収益 3,070,494
事業外費用 83,189
合　　　計 (6)　　　　 2,987,305

経常利益　(5)＋(6) = 12,707,739(7)

Ⅴ．特別損益　　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　額
特 別 利 益 15,053,022
特 別 損 失 9,364,818
合 　 　 計 (8)　　　　 5,688,204

税引前当期純利益　(7)＋(8) = 18,395,943(9)区　　　分 金　　　額
法人税及び住民税 (10) 5,041,700
前期繰越剰余金 (11) 6,644,191 当期未処分余剰金　(9)－(10)＋(11) =19,998,434

Ⅵ．令和３年度剰余金処分案　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科　　目 積算内訳 小　　計 合　　計
任意積立金 施設更新積立 10,000,000 10,000,000

次期繰越剰余金 9,998,434

次期繰越剰余金中、教育情報資金は800,000円である。
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第２号議案   

Ⅰ．事業計画書（抜粋）    
・組合経営の健全化、労務体制の確立と労働安全対策を十分に図り、組合の安定的な発展に努めます。
・組合員の関心をどう高めるか、組合員のための組合であることを認識し事業を展開します。
・本年度計画の「第３期中期経営計画」（R４～６年度）に基づき経営の安定を図ります。 
・前年度に導入した高性能破砕機で廃棄物処理事業の更なる拡大を進めます。 
・「森林環境税」については上越市との連携を図り、水源涵養・国土保全等多機能にかかわる森林の整備を積極
的に実行できるよう準備を進めます。

Ⅱ．損益及び計算書
収　　　益

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 0
販　　売 販　　売 24,254,000

森林整備

森林整備 59,749,000
利　　用 220,939,000
福利厚生 641,000
購　　買 4,218,000

金融（事業資金） 0
合　　計 (1) 309,801,000

計画事業総利益　(1)－(2) = 74,021,000(3)

自 令和４年３月１日　至 令和５年２月28日（単位：円）
費　　　用

部　　門 区　　分 金　　額
指　　導 指　　導 2,480,000
販　　売 販　　売 11,030,000

森林整備

森林整備 45,900,000
利　　用 172,159,000
福利厚生 631,000
購　　買 3,580,000

金融（事業資金） 0
合　　計 (2) 235,780,000

Ⅲ．事業管理費　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　　額
人　件　費 51,609,000
旅費交通費 455,000
事　務　費 3,120,000
業　務　費 3,397,000
諸税負担金 2,699,000
施　設　費 6,328,000
雑　　　費 1,058,000
合　　　計 (4) 68,666,000

計画事業利益　(3)－(4) = 5,355,000(5)

Ⅳ．事業外損益　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　　額
事業外収益 957,000
事業外費用 0
合　　　計 (6) 957,000

計画経常利益　(5)＋(6) = 6,312,000(7)

Ⅴ．特別損益　　　　　　　　　　（単位：円）
区　　　分 金　　　額
特 別 利 益 0
特 別 損 失 500,000
合　　　計 (8) ▲ 500,000

計画税引前当期純利益　(7)＋(8) = 5,812,000(9)
区　　　分 金　　　額

法人税及び住民税 (10) 1,540,000
前期繰越剰余金 (11) 9,998,000

当期未処分余剰金　(9)－(10)＋(11) 
=14,270,000円を計画しています。

第３号議案から第９号議案までについては、原案（前記記載）どおり承認されたため省略させて
いただきます。       
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今
年
も
草
刈
り
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
刈
払
機
の
調

子
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
機
械
に
不
慣
れ
な
人
で
も
自
分
で
で
き
る
刈
払
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
前
に
、
刈
払
機
の
仕
組
み

を
簡
単
に
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
燃
料
は
ガ
ソ

リ
ン
に
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
混
ぜ
た
混
合
油
。

燃
料
を
エ
ン
ジ
ン
内
で
爆
発
さ
せ
る
と
、
メ

イ
ン
パ
イ
プ
の
中
を
通
る
回
転
軸
が
回
転
。

そ
れ
に
連
動
し
て
、
先
端
の
チ
ッ
プ
ソ
ー
や

ワ
イ
ヤ
ー
コ
ー
ド
が
回
転
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

ギ
ア
ケ
ー
ス
内
に
は
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
を
回

転
さ
せ
る
た
め
の
回
転
軸
が
あ
り
ま
す
。
高

速
で
回
転
す
る
た
め
グ
リ
ス
を
入
れ
ま
す
が
、

蒸
発
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ギ
ア
ケ
ー
ス
内
の

温
度
が
上
が
る
と
、
ギ
ア
が
焼
き
付
い
て
破

損
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
ギ
ア
Ｂ
Ｏ
Ｘ

ご
と
の
交
換
が
必
要
と
な
れ
ば
高
い
出
費
で

す
。

　

ギ
ア
ケ
ー
ス
の
左
右
に
あ
る
ボ
ル
ト
を
外

し
、
新
し
い
グ
リ
ス
を
注
入
し
ま
す
。
軸
受

け
の
穴
か
ら
ム
ニ
ュ
ッ
と
古
い
グ
リ
ス
が
押

し
出
さ
れ
、
新
し
い
グ
リ
ス
が
顔
を
出
す
く

ら
い
が
適
量
で
す
。
入
れ
過
ぎ
る
と
メ
イ
ン

パ
イ
プ
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
グ
リ
ス
が
詰
ま

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

刈
払
機
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
佐
藤
）

　
刃
が
ス
ム
ー
ズ
に
回
転
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ギ
ア
ケ
ー
ス
の
摩
耗
が
少
な
く
な
り
機
械
の
寿

命
が
延
び
ま
す
。
グ
リ
ス
交
換
頻
度
で
す
が
24

時
間
程
度
の
使
用
が
目
安
で
す
。
ま
た
、
機
械

を
し
ば
ら
く
使
わ
な
い
と
思
っ
た
ら
点
検
を
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
暑
い
時
期
に
な
っ
て

き
ま
す
が
機
械
も
大
事
で
す
が
自
分
の
体
の
メ

ン
テ
ナ
ス
も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ギアケースグリス注入箇所

グリス充填後

刈払機全景

1

3

2
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森
林
整
備
お
す
す
め
し
て
ま
す
（
梨
本
）

　

森
林
は
日
本
が
豊
富
に
持
っ
て
い
る
数
少

な
い
資
源
で
す
。
昔
か
ら
杉
林
と
私
達
の
暮

ら
し
は
密
接
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
は
も
っ
と
山
が
手
入
れ
さ
れ
、
き
れ

い
だ
っ
た
と
言
う
方
も
多
い
で
す
。
し
か
し

今
で
は
「
山
を
持
っ
て
い
る
け
ど
ど
こ
に
あ

る
の
か
ど
ん
な
状
態
か
分
か
ら
な
い
」「
山

主
さ
ん
が
高
齢
で
手
入
れ
で
き
な
く
な
っ

た
」「
山
を
手
放
し
た
い
」
等
杉
林
が
負
の

遺
産
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

天
然
の
森
で
あ
れ
ば
、
自
然
淘
汰
さ
れ
き

れ
い
な
森
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
植

林
さ
れ
た
杉
林
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
将

来
を
見
越
し
、
ま
っ
す
ぐ
な
杉
を
育
て
る
た

め
に
過
密
に
植
え
ら
れ
た
杉
林
の
下
は
、
日

光
や
風
が
入
ら
ず
下
層
植
物
は
育
た
ず
、
杉

も
根
が
張
れ
ず
土
壌
が
や
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
と
大
雨
な
ど
で

土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
森
林
整
備
を
行
い
、
林
に
日
光
や
風

が
入
る
よ
う
に
な
る
と
、
土
壌
が
豊
か
に
な

り
ま
す
。
森
林
整
備
を
し
た
後
、
林
を
見
る

と
林
が
生
き
生
き
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
山
主
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
、
そ
こ
に
私
た
ち

作
業
員
は
や
り
が
い
を
感
じ
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
は
、
先
人
の
方
々
が
植
え
て
育
て
た

木
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
木
を
搬
出
し
、

材
と
し
て
販
売
す
る
利
用
間
伐
と
い
う
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
山
主
さ
ん
を
と

り
ま
と
め
作
業
道
を
開
設
し
、
高
性
能
林
業

機
械
を
使
っ
て
搬
出
運
搬
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
森
林
整
備
な
ど
、
山
の
こ
と
に
つ
い

て
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
森
林
組
合
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

着手前

完了

プロセッサ（造材機械）

フォワーダ（搬出機械）
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日
本
経
済
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
分
断

さ
れ
、
そ
し
て
令
和
４
年
２
月
24
日
に
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
た
事
に
よ

り
、
さ
ら
に
日
本
経
済
が
不
安
定
に
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
材
、
物
価
等
の
高
騰
に

陥
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
気
候
変
動
に
よ
っ
て
毎
年
災
害

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
土
砂
災
害
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
林
業
に
お
い
て
は
、
循
環
型
社
会

で
木
を
伐
採
し
た
後
に
は
苗
木
を
植
え
て

森
林
を
守
り
、
災
害
を
防
い
で
来
ま
し
た

が
、
現
在
に
お
い
て
は
衰
退
し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

そ
し
て
、
１
９
６
０
年
か
ら
外
国
産
材

の
輸
入
に
よ
り
、
日
本
の
住
宅
産
業
は
外

国
産
材
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
回
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
木
材
輸
入
の

ス
ト
ッ
プ
に
よ
り
住
宅
産
業
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
後
日
本
経
済
の
成
長
戦
略
は
、

国
外
需
要
型
か
ら
国
内
需
要
型
に
方
向
転

換
を
し
て
行
く
事
が
重
要
課
題
か
と
思
い

ま
す
。

　

特
に
地
方
林
業
に
お
い
て
は
地
産
地
消

循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
し
て
、
上

越
産
木
材
の
生
産
需
要
を
高
め
、
人
間
が

毎
日
生
活
を
し
て
い
く
中
で
木
を
多
く

使
っ
た
生
活
空
間
が
一
番
居
心
地
良
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
：
法
隆
寺
、
薬
師
寺
の
宮
大
工
と
し
て

長
年
に
渡
っ
て
日
本
建
築
の
神
髄
を

極
め
ら
れ
た
西
岡
常
一
氏
は
、
日
本

の
建
築
（
住
宅
）
は
長
い
目
で
見
た

ら
、
日
本
で
育
っ
た
木
を
使
っ
て
在

来
工
法
で
建
て
た
家
が
一
番
良
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

２
：
森
林
総
合
研
究
所
谷
田
氏
の
研
究
発

表
に
よ
る
と
、
一
定
の
濃
度
の
香
り

が
、
副
交
感
神
経
を
刺
激
し
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
こ
と
や
、
肝
臓
の

働
き
を
高
め
、
脳
に
も
良
い
影
響
を

与
え
、
α
–
ピ
ネ
ン
を
含
ん
だ
匂
い

の
元
で
眠
る
と
疲
労
の
回
復
が
早
く
、

翌
日
の
仕
事
効
率
を
高
め
、
血
液
の

流
れ
が
良
く
な
っ
て
血
圧
を
安
定
さ

せ
る
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

３
：
国
立
小
児
病
院
の
発
表
で
は
、
ヒ
ノ

キ
に
含
ま
れ
て
い
る
ヒ
ノ
キ
チ
オ
ー

ル
と
い
う
成
分
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
の
患
者
が
感
染
し
や
す
く
症
状

悪
化
の
原
因
と
な
る
、
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
や
真
菌
に
殺
菌
効
果
を
発
揮
し

て
、
副
作
用
も
な
い
と
い
う
事
で
す
。

４
：
静
岡
大
学
が
発
表
し
た
木
材
の
居
住

性
能
評
価
動
物
実
験
報
告
書
に
よ
り

ま
す
と
、
木
製
・
鉄
製
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
箱
の
中
に
子
ね
ず
み
を

入
れ
て
生
存
率
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

20
日
後
、
木
製
で
は
88
％
生
き
て
い

る
の
に
、
鉄
製
で
は
半
分
以
下
の

42
％
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
は
、
わ

ず
か
7
％
し
か
生
き
ら
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。

５
：
島
根
大
学
の
中
尾
哲
也
教
授
の
調
査

蘇
る
く
び
き
野
森
林
の
活
性
化

地
域
林
業
の
活
性
化株

式
会
社
ア
ル
フ
ァ
設
計
室
　
代
表
取
締
役
　
笹
川
正
明

に
よ
る
と
、
木
造
住
宅
に
住
ん
で

い
る
人
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
住
宅

に
住
ん
で
い
る
人
よ
り
、
長
生
き

出
来
た
り
病
気
に
か
か
り
に
く
い

と
い
う
報
告
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

上
記
の
事
か
ら
子
供
（
幼
稚
園
・
保

育
園
）
か
ら
高
齢
者
施
設
ま
で
の
居
心

地
の
良
い
空
間
創
り
は
地
元
で
育
っ
た

木
を
使
い
、
未
来
の
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
の
び
の
び
と
健
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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当
組
合
の
念
願
成
就
で
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
の
破
砕
機
が

新
型
に
変
わ
り
業
容
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

森
林
は
脱
炭
素
の
環
境
保
全
、

水
源
の
か
ん
養
、
災
害
防
止
な

ど
公
的
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

長
期
的
視
点
で
山
の
手
入
れ
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

雨
の
多
い
時
期
で
す
。
事
故

や
ケ
ガ
な
ど
無
き
よ
う
十
分
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
笹
川
）

ききききききききききききききききききききききき
ががががががががががががががががががががががががががががががが
とととととととととととととととととととととと
あああああああああああああああああああああああああ

き
が
と
あ

防
護
ズ
ボ
ン
の

　
義
務
化
に
つ
い
て

　

労
働
安
全
衛
生
規
則
が
改
正
さ

れ
（
２
０
１
９
年
８
月
１
日
）、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
作
業

等
を
行
う
労
働
者
に
対
し
て
、
下

肢
の
切
創
防
止
用
保
護
衣
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

安
全
の
た
め
仕
事
以
外
に
お
き

ま
し
て
も
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
使
用
時

は
保
護
衣
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

組
合
で
は
、
ズ
ボ
ン
タ
イ
プ
、

前
掛
け
タ
イ
プ
各
種
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

の

　

紀
州
の
山
里
に
は
山
で
フ
ジ
ヅ
ル

を
裂
く
と
マ
ム
シ
が
寄
っ
て
く
る
と

の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。
フ
ジ
ヅ
ル
を

裂
く
音
が
マ
ム
シ
の
交
尾
の
た
め
に

仲
間
を
呼
ぶ
音
に
似
て
い
る
の
だ
そ

う
で
す
。
こ
の
話
を
本
に
書
い
た
人

「
フ
ジ
ヅ
ル
を
裂
く
な
」

も
た
く
さ
ん
の
マ
ム
シ
が
集
ま
っ
て

く
る
こ
と
を
体
験
し
た
そ
う
で
す
が
、

安
塚
区
の
女
性
か
ら
も
似
た
体
験
を

聞
き
ま
し
た
。
以
来
、
私
は
フ
ジ
ヅ

ル
を
切
っ
て
も
決
し
て
裂
く
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【編集】くびき野森林組合総務委員会＆総務部
〒942-0238 上越市大字青野2741番地
電話：025-520-6200　Fax：025-520-6201　e-mail：info@kubikinomori.or.jp

保護衣（厚生労働省ＨＰより）

販売品のお知らせ販売品のお知らせ
●くびき野１号
　（定価：￥500・引取：￥450）

●くびき野原木干しいたけ
　（税別価格：￥6,300～￥8,300/kg）

＊価格は変更になる場合がございます。

職
員
募
集

　

正
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

仕
事
内
容
は
刈
払
機
で
の
下
草

刈
り
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
の
伐

採
、
重
機
の
運
転
な
ど
で
す
。

森
林
整
備
に
興
味
の
あ
る
方
、

体
力
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
丈
夫
な
体
を
作
り
た

い
方
に
最
適
で
す
。
詳
細
に
つ

い
て
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

（
内
藤
）

　くびき野１号は土壌改良材です。
　畑の土と混合することで土がきめ
細かくなり作物の生長を促します。
　種まきや苗を植える前に混ぜ合わ

せておいてくだ
さい。
　また、匂いが
ありませんので
使いやすいのも
特徴です。

　乾燥させることで保存性が向上
し、旨味を損なわずにもどす方法
は、水に浸して半日か１日程度冷
蔵庫に入れるだけ。おいしいだし
汁と旨味が詰まった椎茸に戻ります。
　低カロリーで食物繊維が豊富な椎
茸は普段の健康維持にとても良い食
品です。

大量注文なら、
　　更なる割引！


